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風景の見せ方に関する考察
―?アート展による地域再生「定山渓アート縁日」の実践を通じて―?
山 田 良
札幌市立大学デザイン学部
抄録：本研究は平成20年度に実施した研究において得られた類型をもとに，郊外型地域での「風景の見せ
方」について，アート展実践を通してその手法と有効性を示すものである．2008年10月「定山渓アート縁
日」として，札幌市南区定山渓温泉地区にて地域再生を目的としたアート展を企画・会場デザイン・作品
展示と期間中運営を行った．計４件の空家，空スペースをギャラリーへとリノベーションし，それぞれの
施設を通した「風景の見せ方」について実空間にて検証した．ⅰ）アプローチ空間としての手法，ⅱ）風
景との一体化をはかる手法，ⅲ）焦点を絞りフォーカスする手法，ⅳ）風景に眺め入る手法の４つの類型
によるギャラリー空間を施すプロジェクトが行われ，来訪者の意識を既存の風景へと引き込む効果が得ら
れた．また自然景観と風景再評価にとどまらず，アート作品とギャラリー空間作品の実現に向けたプロセ
スを通して地域社会の結びつき強化への貢献も認められた．多目的な作品の存在が地域社会の結束を高め
るきっかけとなり地域再生への役割を果たしており，風景の見せ方の手法を実践するプロジェクトを他の
地域においても推進する意義が示された．
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Ⅰ．研究活動の背景と目的
地域再生を将来の目的として既存の風景に焦点を当て
再評価しようという試みは，近年日本の各地で実践され
ている．主には屋外公共空間や仮設構築物を設置し見る
人に新しい視点を与え，これまで特筆されることがな
かった風景に気づきを与え，評価しようというものであ
る．これらは一般的にイベントと呼ばれているものを含
め，トリエンナーレ形式??やワークショップ形式などで
行われている．
またアートが地域再生と活性を目的とした事業におい
て様々なかたちで活用されている．作品展示のみでなく
仮設の表現活動やアーティストによるワークショップな
ど，その規模も形態も多様である．アート作品と鑑賞者
の間に一定の距離をおく展示方法だけでなく，体験型や
一時的なインスタレーション，運動そのものが作品であ
るものも多くみられる．規模や実施される地域の状況は
さまざまだが，その目的は地域の経済効果，文化的資源
の再発見，参加型プロジェクトによる人々の活性や連携
の繫がり促進??などもあげられる．このような参加型
アートの展覧会は人と人，地域，社会など様々なものを
繫ぐコミュニケーションの場として存在する．
本研究は，著者が平成20年度に実施した研究??にて得
られた類型をもとに，地域でのアート展による風景の見
せ方の有効性と手法を示すものである．これまでアート
を通しての自然景観の再生に関して八木らによる研究??
があげられ，風景を建築的空間より眺めることの効果に
ついてはMoore??らによる研究（図１），また風景を認識
する際の視覚的構造について樋口??によるものがある．
しかし風景の見せ方についてその手法を類型化し，作品
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図1 壁やフレームを通して風景を見る
出典)Moor C,Mitchell W,Turnbull W:The Poetics of Gar-
dens.MIT Press
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として実践・考察することは試みられていない．
発注者からは「地域に既に潜在する魅力に来訪者が目
を向けるきっかけ」として実施してほしいとの依頼で
あった．本研究を通し，空間デザイン分野からの地域再
生へのとりくみの方法と可能性の示唆を得たいと考え
る．地域の未来を考えればアート作品による一時的な話
題や活性を超え，その土地に存在する資源に目を向ける
機会が増えることが望ましいと考えるのは自然??であろ
う．風景の見せ方の手法と可能性を示すことは，既にあ
る場所と空間の再評価を促す根源的でありながらも効果
的な地域再生に繫がる新しいアプローチとなりえ，本研
究の目指すところである．
Ⅱ．研究方法
「定山渓アート縁日」??と題し札幌市南区定山渓温泉に
て実践したアート展を通した考察である．現在の温泉街
では宿泊施設の維持・整備が行われている反面，公共の
スペースと周辺景観を結ぶ視点にたった空間整備がほと
んどみられず，内部空間と外部空間の隔たりが強い．今
回の展覧会をきっかけに景観への意識をよびかけ，風景
の再評価へとつなげることが必然であった．展覧会の各
会場となったギャラリー・リノベーションのプロジェク
トにて試みた地域の風景の見せ方に関して，手法の類型
ごとにその有効性を示し，それに続き他の地域での展開
の可能性を考えるものである．本展覧会全体においては
アート展による風景の再認識・再評価を通して地域再生
への効果，可能性を探ることを試みている．
Ⅲ．研究結果と考察
⑴ 「定山渓アート縁日」の構成
ⅰ）ギャラリー・リノベーションプロジェクト
４件の現在使用されていない空スペース，空家をギャ
ラリーへとリノベーションするプロジェクト（図2：G1
～G4）．周辺の風景と視覚の相対によって利用する物件
を選んだ．空家の有効利用そのものも空間作品として展
示した．
ⅱ）屋外空間作品によるインスタレーション
夜間のみ，地域の中心にある渓流の流れの形状を浮か
び上がらせるインスタレーション作品を展示した（図
2：night river）．
ⅲ）定山渓の風景をテーマとした空間作品展示
リノベーションによって生まれたギャラリー内に，定
山渓の風景をテーマとした空間インスタレーション作品
を設置した（図2：G4）．
ⅳ）地域住民参加によるデザイン・ワークショップ
地域の住民が参加もしくはアート展の作品を出展する
ことは今後の活性に向けても大変重要である??．「定山渓
アート縁日」では温泉地の特徴を生かすため，ゆかたを
デザインするワークショップを開催し，その作品群をひ
とつのギャラリーにて展示した（写真１）．
⑵ 見せ方の手法に関する四つの類型
ⅰ）アプローチ空間としての手法
著者によるこれまでの研究??ではアプローチ空間とし
ての手法と分類し，広大なエリアにおいて風景の中に入
りこむ気づき与えるプロジェクトとしてとらえている．
本研究の実践活動「定山渓アート縁日」ではあらたにア
プローチ空間をデザイン，設置することは行われなかっ
た．しかしながらアート展会場への道程内にて気づきの
しかけによる来訪者の風景認識を促す試みが実施され
た．元飲食店のリノベーション・プロジェクト「こあが
りギャラリー」（写真３，図2：G2）は，アート展会場全
体のなかで中央に位置し，他のギャラリー空間への中継
地の役目を果たすものである．また直線状に結んだ配置
を認識ができるよう「旧観光案内所」（写真２，図2：G4）
をギャラリー空間へリノベーションしたことで，一体化
した公共空間としてのアプローチ空間を担うよう計画し
た．これにより通路空間としての役目にとどまらず人々
の視線を会場中央（G2）から南西方向（G4）へと誘導す
ることができ，来訪者は先の風景へと意識が向かう．
ⅱ）風景との一体化をはかる手法
屋外空間作品「night riverインスタレーション」では
夜間，豊平川に沿って約700mにわたり作品展示を行っ
た．地域の中心を流れる川は風景をつくる中心的要素???
と捉えることができ，再度この渓谷の形状を浮かび上が
らせる作品を展開することで地域全体の風景再評価に繫
がることを考えた．設置した作品はプラスチック製のラ
ンタン計63個を川岸と，一部川の中央へレイアウトした
（写真４）．ギブソン???によると「人が空間を認識する刺
激は，面（サーフェス）上のキメ（テクスチャー）であ
り，キメのパターンより奥行きが知覚できる」としてい
る．夜間の渓谷上部の吊り橋からは大地のテクスチャー
の認識は困難となり，空間の奥行きと広さの感覚は失わ
れていくといえる．本作品を展示することであらたな計
測不能な距離感覚が生じ，鑑賞者は風景の中に取り込ま
れた感覚を持つ???のである．身体が自然の一部である気
づきを与え，風景を展望することから風景の一部として
浮遊することへと興味が移る空間といえる．
ⅲ）焦点を絞りフォーカスする手法
これまでは通り過ぎていた風景のある点にフォーカス
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し，以前には感じることのなかった風景への情景に浸る
気づきを与えるプロジェクトである．リノベーション・
プロジェクト「元消防署宿舎」（写真５，図2：G1）では
各室にひとつの空間インスタレーション作品を展示し
た．４階のすべての空き室をギャラリーとし，高い視点
場を利用していることで視線焦点を絞ることが可能とな
り風景のなかの任意の点へ視線をフォーカスすることが
できる空間となった（写真６）．この焦点を絞りフォーカ
スする手法による当ギャラリーでは，他の構築物に阻害
されることなく，鑑賞者の意識は一方向へ導かれ，より
風景に吸い込まれる感覚を持つことができる．
ⅳ）風景に眺め入る手法
「空家ギャラリー」（図2：G3）をリノベーションしアー
トギャラリー作品とした．空家は幹線国道に面しアート
展開催の場としては自動車の交通量が多いことによって
理想的とはいえなかった．そこであえて視界をコント
ロールし，道路とその奥に見える山麓の風景とをギャラ
リー空間内に切り離して見えるようにしたいと考えた．
来館者の視点場を着座のレベル（写真７）と設定し，地
域の山の風景を時間をかけて眺めることができるギャラ
リーとしている（写真８）．
実際に来館者からは「アート作品だけでなく，普段意
識することのなかった山のかたちに視線がむき印象的
だった」との意見が聞かれた．また場所の設定として北
側の山の木の形状を認識できる空き家を選んでいる．木
の形状を認識できる距離は風景のなかで近景とみなすこ
とができ???，訪れた人々に風景の印象を強く残すことに
効果的である．
Ⅳ．まとめ
地域において風景を見せ，また人々の視線を風景に向
ける手法ⅰ）アプローチ空間としての手法，ⅱ）風景と
の一体化をはかる手法，ⅲ）焦点を絞りフォーカスする
手法，ⅳ）風景に眺め入る手法の各実践とその有効性を
示した．これらの手法を効果的に実践することで，地域
再生を目的としたアート展の他の地域での可能性を提供
するものであった．
アプローチ空間としての手法は，地域の広いエリアを
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図2「定山渓アート縁日」作品配置図 札幌市南区定山渓温泉
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写真2 ギャラリー・リノベーションプ
ロジェクト（G4）「ゆかたギャラリー」旧
観光案内所
写真3a ギャラリー・リノベーションプ
ロジェクト（G2）「こあがりギャラリー」
元飲食店
写真1「ゆかたデザインワークショップ」
地域との協同会場の様子と完成作品
写真3b ギャラリ ・ーリノベーションプロジェクト「こあが
りギャラリー」内観
視覚的にひとつにまとめる効果があった．ここでは来訪
者の動きの中での風景の新しい認識が期待される．動き
を通しての視覚は，訪れる人の集中力をより増強させ能
動的に見ることを可能にする．
風景との一体化をはかる手法では，見る対象との距離
により通常は遠望として抽象的に感じる風景を，より身
体に近い距離にて感触を得ることができる．展望するこ
とからより近づき，風景の内部に入り込むことで再評価
するきっかけを与える手法である．既存の森や渓谷の自
然環境の形態に施設のデザインを融合させデザインする
ことで，それまで意識されなかった自然の生み出す形が
可視化され，より強い風景の再認識も期待できるもので
ある．
焦点を絞る（フォーカスする）手法では，より印象的
な風景の見せ方が可能であるだけでなく，狭い範囲に視
線を向けるようコントロールすることで，来訪者自らと
それを取りまく自然環境のコントラストの意識が増し，
風景をより強く認識することができるものといえる．
眺め入ることができる空間をつくる手法では，長い時
間滞在し，かつ広い範囲で風景を観察できるものである．
最低限の風雨を遮る空間造形手法により設置され，風景
のより深く細かい視点での再認識をもたらす．訪れる人
の周辺環境へのあらたな意識が触発されることが期待で
きる．
アート展（写真９）を導入し風景へ視線を移す空間を
設置することで地域の景観再
評価にむけた新しい枠組みを
作り出せることを示した．既
に潜在する景観の魅力に目を
向けるきっかけとしてプロ
ジェクトが機能したことは，
発注者の意向とも合致するも
のである．自然景観と風景再
評価にとどまらず，アート作
品と空間作品の実現に向けた
プロセスを通して地域社会の
結びつき強化への貢献も認め
られた．あらたな空間によっ
て風景を見ることによる地域
の魅力を再発見できるという
側面だけでなく，空間作品の
存在が地域社会の結束を高め
るきっかけとなり，地域再生への役割を果たしている点
でも重要であり，これに類する風景の見せ方の手法を実
践するプロジェクトを他の地域にて推進する意義がある
といえるだろう．
謝辞：本プロジェクト「定山渓アート縁日」は定山渓ま
ちづくりセンターとの共同にて実現しました．また制作
作業に協力してくださった札幌市立大学空間デザイン
写真4「night riverインスタレーション」
夕闇のなか豊平川が浮かび上がる
写真5 ギャラリー
リノベーションプ
ロジェクト１
「旧消防署宿舎
ギャラリー」
写真6 ギャラリー・リノベーションプロ
ジェクト（G1）「旧消防署宿舎ギャラリー」
風景の眺め
写真8 ギャラリー・リノベーションプロ
ジェクト（G3）「空家ギャラリー」風景の眺
め
写真7 高山寺石水院からの眺め樹木
の形姿がとらえられ，近距離景として風
景を見せている
出典）樋口忠彦：景観の構造，技報堂出版
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写真9「night riverイン
スタレーション」でレイア
ウトされたプラスチック
製ランタン「旧消防署宿舎
ギャラリー」にて事前に展
示した様子
コース，北海道芸術デザイン専門学校の学生有志の方々
へ心よりお礼申し上げます．
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